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線虫類の幼，成虫が組織内へ移行迷入した数例
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柿崎善明
米内沢総合病院

(昭和49年３月22日受領）

を受けて同定が行われたもの等の中で，わが国では珍し
い，あるいは未記録の症例がまとめられた.いずれも線
虫類の幼虫ないし成虫によるもので，幼虫では幼虫移行
症のカテゴリーに属するもの，成虫では通常の寄生部位
から他の臓器，組織へ迷入したと推定されるものなどで

あった．なお未記録の幼線虫によるものについては，感

染経路の調査も行われた.

以下，各症例ごとに症状，病理，虫体所見等を記述
し，それらの知見の総括も試みた.

はじめに

近年，わが国においても線虫類の幼虫ないし成虫が臓
器，組織内へ移行迷入して好酸球浸潤の著しい蜂窩織
炎，膿瘍，肉芽腫等を来した症例の報告が多くみられる
ようになった．特に幼線虫によるものについては臨床病
理学的立場以外に,いわゆる幼虫移行症(larvamigrans）
の立場から各種の生物学的観察が行われてきた．著者ら

の教室でも，ここ10数年来，かかる症例について検出虫
体の組織学的診断に必要な知見を整理すると共に，免疫
学的診断の開発にも努めてきた．

たまたま昭和47,48年度文部省総合研究「寄生蠕虫類

の病理組織学的診断に関する研究」（分担者10名，代表
者：大鶴正満）が組織され，全国的な規模で病理組織内
に蠕虫類の見出される症例の蒐集が行われた．その主目

的は各種蠕虫類断端の所見を分類整理することによっ
て，かかる症例の病理組織学的診断に寄与しようとする

ものである．見出された蠕虫類は各種，各ステージにわ
たり，また虫体の一部を残すもの，変性崩壊過程にある
もの等それらの所見は多岐にわたった．集められた虫種
は，近年注目を集めているＡ"たα肺，Ｔｅｒｒα"Cuα幼虫
によるものが主であったが，珍しいもの，未記録のも

の，同定が困難なもの等も含まれた．また幼線虫が多
く，しかも虫体断端のみで検索する場合が多いので，分
類も目あるいは亜目の段階で止めねばならないものがあ
った．

これらの成果は，昭和48年度文部省研究報告集録（医

学および薬学）に収められる予定であるが，ここには研
究代表者のもとで蒐集観察されたもの，分担者から送付

症例と虫体所見

旋尾線虫目（Spiruridea）のある種幼虫による２１列

著者ら（1972,,73a）は，さきに秋田県米代川の支流
である阿仁)11．猿部川流域（米内沢地方）にアニサキス

症様の14症例が発生したことを報告した．それらの組織

内虫体の内訳はＡ"isα肺幼虫1こよるもの３例(胃)，そ
の可能性のあるもの３例(胃１，腸２），ここに述べる旋
尾線虫目（Spiruridea；Yamaguti，1961）のある種幼虫
Iこよるもの２例(ﾉ]､腸)，確実な虫体所見の得られないL

の６例（冑１，腸２，その他３）であった．これらの中
で旋尾線虫類の幼虫は，いずれも腸閉塞の疑いで開腹さ

れ，小腸の好酸球性蜂窩織炎の病巣から検出され，組織
内虫体の輪切部の直径はＡ"/sα肺幼虫のそれの数分の
１に過ぎなかった．

症例１細○喜○５６歳男,農業，昭和41年12月11日，

昼食後数時間して急に腹痛，嘔吐を訴え米内沢病院に入

院，腸閉塞の疑いで直ちに開腹手術を受けた．回腸末端
から120ｃｍ口側に輪状の蜂窩織炎様部があり，さらに

その部から50ｃｍ口側の小腸が捻転しており，前者の炎

症部小腸を切除した．

病理組織所見(第１図）：腸壁の肥厚部は全層にわたり

好酸球浸潤の著しい蜂窩織炎を呈し，一部に出血巣があ

本研究の実施に当っては，昭和47,48年度文部省総合
研究(Ａ）「寄生蠕虫類の病理組織学的診断に関する研
究」の補助金に負うところが大きい．記して謝意を表
する．
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TablelSpiruridea，Ａ"isαたｉｓａｎｄＣｂ"〃αcaec"７〃parasitizingthefresh‐andbrackish-water

fishes＊collectedfromYoneshiroriverinAkitaprefecture
Decemberinl970～Ｎｏｖｅｍｂｅｒｉｎｌ９７２

SpirurideaNQ

Adults

exam、Larvae（R/ｍＭｏｃﾉio"αspp.）
Ａ"isαたｉｓ*＊Ｃｍｚｍｃａｅｏ/"z
larva(1)larva(Ａ)**＊

Ｈｏｓｔ

Ｔγi6oZocJo7zノiaAo"e"ｓｚｓ

ＭｂｇｉＺｃ"/iaZ魎

匁ノビcog/oss2ｨsaZZiueZis

StzJUeJi"z`ｓ／ezzcoﾉﾉzae"ｚｓ

Ｏ"co7ﾉiJﾉ"α４ｓ〃zasozJ

(マルタウグイ，ウグイ）

(ボラ）

(アユ）

(イワナ）

(ヤマメ）

８
９
４
９
０

０
２

１

３

６ 320 ４ ４

8５

３

＊Thesefishesarefrequentlyeatenraw．

＊＊Ａ"isaAissplarva（１）（Berland，1961）

＊*＊ＣＯ"〃αcaecwノルtypelarva（Ａ）（Shiraki，

D，粘膜がところどころ壊死におちいっている．漿膜内

の２個所に虫体断端が認められる．

虫体所見(第１図，第２図）：虫体は新鮮で，断端の直

径約0.09ｍｍ､筋層はpolymyariancoelomyariantype，

食道の腺質部の細胞は空胞状で核質が散在し，内腔が狭

い．側線は２葉からなり大きく，左右側線が腺質部では

その外周に接する．

症例２斎○ハ○５７歳，主婦，前日から激しい腹

痛，嘔吐を訴え，昭和44年12月20日，米内沢病院に入

院，腸閉塞の疑いで開腹手術を受けた．トライツ靱帯か

ら50ｃｍおよび65ｃｍの空腸に，輪状の蜂窩織炎様部が

あり，狭窄が認められたので，これら２個所を含む炎症

部小腸を約25ｃｍ切除した．

病理組織所見(第３図）：腸壁の肥厚部は全層にわたり

好酸球を主とする細胞浸潤があり，蜂窩織炎を呈する．

粘膜下層に数個所で切断された線虫体が認められ，それ

に対する粘膜の一部が壊死におちいっている．

虫体所見(第３図，第４図）：虫体断端の直径は約０．０７

ｍｍ,筋層および食道腺質部，その部の側線は症例１の

ものにほぼ一致する．その他一層の断端でほぼ四角形の

細胞からなる中腸部がみられ，ここでは両側線が体腔内

で互に接する．

秋田県米代川支流である阿仁川，猿部川流域の米内沢

地方に発生したアニサキス症および上記の旋尾線虫類の

ある種幼虫による症例の感染源を調べる目的で，まず同

地方で生食されている海産，半かん水ないし淡水産魚類

の内臓および筋肉について型のごとく寄生線虫類の検索

を行った．また旋尾線虫類には甲殻類を中間宿主あるい

はparatenichostとするもの（終宿主は脊椎動物の各

綱にわたる）が多いので，同地方で生食されているエビ

1969）

Table2LarvalSpirurideaofHz7aZ:ｙａｃｏ"妙7CSSα

，,'ＷＭｓα(ヌカエピ)collectedfromtheswamps

inYonaizawaarea，Akitaprefecture

FebruarytoDecember，１９７３

Larvaltype
Ｓｗａｍｐｓ Ｎｑｅｘａｍ．

ＡＢＣ＊

Umesaka

Nakashinden

Matsusaka

Shimmachi

Total

1826

127

1458

1028

4439

９
１
７
８
５

３
１

６
６
６

４ ３

８

３８９203

207４００

＊Cisidentifiedwiththelarvaof

‘Slpi"izeczz`ｓｓｐ、

類についても多数を集め，人工消化して幼線虫の寄生状

況を調べた．半かん水ないし淡水産魚類についての成績

は第１表，エビ類(ヌカエピ)については第２表に示す通

りである．Ａ"Ｍｂｉｓ幼虫（Ｉ型）は日本海のスケトウダ

ラ，ハタハタから見出されたほか，米代川のマルタウグ

イ，ウグイからハタハタと同程度に検出された.さきに著

者らの１人，監物(1967)は新潟，富山両県の半かん水，

淡水産魚類７種の検索で，マルタウグイからＡ"isα肺

幼虫（Ｉ型）が検出されたことを報告した．同幼虫は

秋田県米代川でも河口から上流域にかけて広く生息して

いるウグイの類から検出され，しかもこれらの魚はかな

りの頻度で本地方の人々によって生食されているので，

海産魚と共にアニサキス症の感染源となっていることが

考えられる．旋尾線虫類の成虫はウグイの類，イワナ，

ヤマメから見出され，多くはＲｈａＭｏｃﾊo"αｓｐＰと同

定されるもので，同類の幼虫は米内沢地方の池沼から採

（２９）
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Table3MeasurementsoflarvalSpirurideacollectedfromcrustaceansandfishes

Proportiontobodylength（％）Ｎｏ． Ｂｏｄｙ－－－

ｌｅｎｇｔｈＢｏｄｙ＊
measured（β）width

Buccalcapsule
＋

muscularpart
ofesophagus

Glandular

Intes‐Tail*＊part
tlne

ofesophagus

Larvaltype（host，ｉｔｓhabitat）

Ａ(ＢｚｍＺｉｙａｃｏ""”Ｓｓａｚ"LP7oT1'sα，
Yonaizawaswamps）

Ｂ（〃）

Ｃ（〃）

Ｄ(ＨＪ"`α〃ｓ６ｏγＭｉｓ，JapanSea）

Ｅ(Ｔ/iysα"oessa7ascM,BeringSea）

Ｆ(Ｔγi6oJocJo〃ハαﾊo"e"sjs,Yoneshiro
river）

Ｇ(〃cZoscOPl`sﾉ`ZPo"/c"s,JapanSea）
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8000
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４
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■
●
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●
●
●

２
４
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３
３
５
８

１
１
１
１
１
１

４
０
０
５
２
３
０

●
■
■
Ｓ
●
●
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７
６
５
０
０
０
１

２
２
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３
４
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６

５
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３
１

●
●
●
●
●
●
●

３
０
９
０
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２
９
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５
６
４
５
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５
７
５
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３
１
６

●
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●
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●
●
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１
８
３
１
３
３
１

７
０
７
１
１
６
１

１

＊Maximumwidthofthebody．

＊＊Lengthbetweenanusandextremityｏｆ

集されたヌカエピ，そのほかウグイの類，ハタハタから

も，それぞれ別種のものが得られた．これら幼虫の各部

の計測値は第３表に示される．なお同表には日本海産の

ホツコクアカエビ（ＢＪ"ααZ'(ｓ６ｏ７－ｅａＺ/s，よく生食され

る)，ＳｈｉｍａｚｕａｎｄＯｓｈｉｍａ（1972）がベーリング海の

オキアミ（Ｔ/iysα"oessαγαＳＣＭ)から得たものも比較の

ためかかげられた．ヌカエピからは３種の旋尾線虫幼虫

(ＡＢＣ型）が見出され，それらの中のＣ型は体表に

疎列があり，SIP〃Zecrzfssp・の幼虫と同定された．以

上の各種の旋尾線虫幼虫について連続組織標本を作製し

て比較したところ，ヌカエピからのＡ型幼虫（第５図）

の食道腺質部，中腸部等の組織像は上記の２症例の組織

内虫体所見とかなり似ていることがわかった（大鶴ら，

1973a)．このＡ型幼虫がかなり寄生しているヌカエピは

米内沢地方で秋冬期に生食されており，患者の発生時期

とも符合した．また，このＡ型幼虫から得た抗原（A〃

sα肋幼虫抗原を吸収除去したもの）による皮内反応を

行ったところ，症例２は陽`性を示した（症例１はその後

死亡し実施不可能)．しかし，このヌカエピ由来の旋尾線

虫幼虫（Ａ型）が果して本症の原因とされるかどうかに

ついては，もとより今後十分な調査と実験を行なう必要

がある．ハタハタから少数ではあるが得られた旋尾線虫

幼虫（Ｇ型）も，その断端像が症例のものに近似してお

り，同魚も11,12月ごろ生に近い状態で食べられている

ので，今後の調査において考慮されねばならない．

以上，本症の感染経路の証明は将来に残されている

が，旋尾線虫類のある種幼虫によってアニサキス症に類

似した症例が発生した事実は，本症候群の原因虫がアニ

ｏｆｔｈｅ taiL

サキス亜科（Ａ"isα肋'αe）以外に拡大したことを意味し

ていると考える．

顎口虫（Ｇ"αZ/iosro,"αｓｐ）の幼虫による１例

症例３熊○良○５３歳，男，岩手県立中央病院石崎

敬博士より検索の依頼を受けたもので，同県陸前高田市

において発生した．昭和45年７月ごろマムシを生食した

ことがあり，同年11月１日右上側腹部から背部にかけ，

次の日には右の頬部に，それぞれ腫脹を生じ，４４％に達

する好酸球増多を来した．１１月20日に腹部，１２月７日に

腹部と頬部をそれぞれ切開した．

病理組織所見：いずれの皮下組織にも好酸球浸潤が著

しく，前回の腹部皮下の病巣には虫体の輪切像，次回の

両部には虫体の移行を思わせる索状の壊死部が認められ

る．

虫体所見(第６図）：腹部にみられた虫体は新鮮で直径

約0.29ｍｍ，２葉からなる側線は体腔内へ突出し，筋層

はtransitional（lowcoelomyarian）type，中腸は一列

の柱状細胞からなる．食道部の輪切像には典型的な４個

の頚嚢が認められ，Ｃ"αz/iosZo,,ｌａｓｐ、幼虫と同定され

る．

本症は顎口虫幼虫保有（paratenichost）の可能性の

あるマムシの生食により本幼虫の侵入を受けたものと推

定される．また腹部，頬部における発症がほぼ同時であ

ること，前回の手術で腹部の虫体は切除されたはずであ

るが，頬，腹部に再発している事情などから考えると，

２匹以上の幼虫の感染も否定されない．種の同定は困難

であるが，本症は顎口虫感染の恐らくわが国における最

北の例と考えられる．

（３０）
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イヌ糸状虫（Ｄｉｒｑ/ｆＺａ７ｍｓｐ.）による２例

症例４鈴○甲○７９歳，男，嚥下困難のため，新潟

大学医学部第一外科を訪れ，食道癌の診断で昭和48年５

月15日開胸，奇静脈直下に腫瘍を認めたが，周囲組織に

浸潤し，摘出不可能(一部生検)，そのさい右肺下葉と横

隔膜の癒着部の肺側に小指頭大の結節を認め，癌の転移

と考えて摘出した．

病理組織所見(第７図）：腫瘍は扁平上皮癌と診定．右

肺下葉の結節は梗塞状を呈し好酸球浸潤が著しく，中央

部に数個の虫体の断端像が認められる．

虫体所見(第８図）：虫体はかなり変J性しており，直径

約027ｍｍ,体壁は厚く３層からなり，側線は幅広く体

腔内へ隆起し，その底部へ角皮層からの突起がみられ

る．筋層はpolymyariancoelomyariantype・中腸は小

さく，一層の細胞からなる．Ｄ/γq/fZaアノａｓｐ８と同定
される．

症例５笠○金○６８歳，男，岡山大学医学部稲臣成

一教授より紹介を受けたものである．膳の右側にピンポ

ン球大の潅痛を伴う結節に気づき昭和48年３月14日切

開，その際糸くず様のものを認めた由

病理組織所見(第９図）：皮下組織に好酸球浸潤の著し

い肉芽腫があり，中央の壊死部に虫体が認められる．

虫体所見(第９図，第10図）：組織内虫体は変性過程に

あるが，直径約0.38ｍｍ,症例４の所見に近似している

ほか，２個の子宮の断端が認められ，/、/7JαγｉａｓＰ旱

と同定される．

イヌ糸状虫（Ｄｉｍﾉﾗ/αγiα加伽がs）で代表される

Ｄｉｒｑ/ブルγ/α属による人体症例はアメリカ，ヨーロッパ

においてかなり報告されてきたが，わが国における報告

例はきわめて少ない．本虫の人体感染例については

BeaverandOrihel（1965）による詳しい総説があり，

それには米国における肺寄生の９例が記載されている．

わが国において本虫により肺血管の梗塞をおこした症例

は吉村ら(1969)，石井・布施（1973）の報告に次いで，

本例は第３例目となる．吉村らの例は初め急激な肺梗塞

症状を呈し，石井・布施の例は胸部Ｘ線写真のいわゆる

coinlesionを認め肺結核瞳，肺癌等が疑われ，著者ら

の例は食道癌の手術中にその転移の疑いで摘出された結

節から虫体が証明されたものである．皮下組織からの症

例については，わが国ではNishimuraeZaZ．（1964）

が胸部皮下から検出した例に次いで，本例は第２例とな

る．なおOrihelandBeaver（1965）によると，従来

皮下組織に認められ，/γq/プルγｉａＣｏ”["cZiUaeとされ

てきたものは,米国ではアライグマに寄生するＤｒｅ"`(/ｓ

ヨーロッパ，ソ連，セイロンではイヌに寄生する，．

”e"ｓである可能性が強いという．著者らの症例１，２

共に虫体断端による同定であり，いずれもＤｉγＣｌβJαｱﾉａ

ｓＰ、とするに止めた．イヌ糸状虫は，わが国のイヌの右

心室，肺動脈にかなり高率に寄生しており，主としてト

ウゴウヤブカによって伝播される．今後わが国でも注意

しておかねばならない寄生虫症と考える．

嶢虫（E'zZerO6iz`ＳＵｅ７〃c"ｍ７ｉｓ）成虫による４例

症例６７０歳，農婦，Ｓ状結腸下端部の悪性腫瘍の疑

いで切除された粘膜下の肉芽腫内に嶢虫旱の断端と同虫

卵が認められた．粘膜面からの侵入が推定される．

症例７１３歳，男児，回盲部腫瘍の疑いで同部を広範

に切除され，上行結腸の潰瘍底の膿瘍内に変性した嶢虫

８の断端が認められた．

症例８１２カ月，男児，肛門部に示指頭大の硬い皮下

腫瘤を生じ，その切除された膿瘍肉芽腫内に嶢虫卵，病

巣の辺縁部に嶢虫甲の断端が認められた．恐らく肛門洞

あたりから直腸壁へ侵入したものと思われる．

症例９５０歳，農婦，右鼠径部のヘルニアの手術に当

り，その大綱部に示指頭大の腫瘤を認めて切除，その肉〉

芽腫の中心部に嶢虫旱の断端と同虫卵が認められた．

このような嶢虫の組織内迷入例の報告は，わが国では

きわめて少ないので，これを機会に症例報告と文献的考

察を本誌にひきつづき詳報する．

円形線虫亜目（Strongylina）のある種成虫による１例

症例１０井○鶴○７３歳，農夫，鳥取大学医学部加

茂甫教授および五明田学講師より紹介を受けたものであ

る．血糖高<，左心窩部に腫瘤様抵抗があり，膵癌の疑

いがもたれたが，全身衰弱が強く〆昭和43年６月３日死

亡．病理解剖学的診断は結核性腹膜炎，肺門リンパ腺新

旧結核巣，動脈硬化，小腸粘膜出血等．十二指腸表面は

浮腫状で充，出血，異常粘膜像を示し，小腸はところど

ころ粘膜および粘膜下出血，漿膜面に多数の増殖型結核

巣，腸間膜表面，大腸漿膜にも粟粒大の多数の結核結節

あり．小腸の１個所（部位不明）の粘膜下層にある種の

寄生虫の輪切像が見出された．

病理組織所見：粘膜にはほとんど異常なく，粘膜下層

に虫体輪切像があり，その周囲に出血をみるが，細胞浸

潤はみられない．漿膜にはリンパ球を主とする細胞浸潤

がありうところどころに粟粒大の結核結節が認められ
る．

虫体所見(第11図,第12図）：粘膜下層に直径約0.4ｍｍ

（３１）
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の３個の新鮮な虫体輪切像が認められる．角皮は比較的

厚く，側線は２葉からなり，結節様に体腔に隆起し,背腹

縦線との間の1/4区画の筋数は２～３個，meromyarian

platymyariontypeを示す．中腸壁は少数のmultinu‐

cleatecellsからなり，顕著なmicrovilliを有する．

頭端に近く，それぞれ１対づつの頭腺と頸腺のみられる

部γ睾丸，射精管(セメント腺)，１対の交接刺のみられ

る部等がある．、

上記の虫体断端の形態は，円形線虫亜目（Strongy‐

lina；ChitwoodandLichtenfels，1972）成虫の一般的

特徴を示しているが，入手し得た標本をもってしては更

に科，属にしぼることは困難である．他方，前述のよう

に虫体周囲の炎症性反応がきわめて少なく，新鮮な虫体

と出血像をみることは，この個所へ本虫が侵入して問も

ない所見と考えられる．しいて本虫について類似を求め

れば，鉤虫科(Ancylostomatidae）となるが，全虫体が

小腸壁内に埋没しているので，鉤虫の通常の寄生所見と

は考えられない．しかし本症例のように小腸壁に既存の

病変が存在する場合，鉤虫が腸壁内へ迷入することも一

応考慮しておく必要があろう．嶢虫などでは，潰瘍等の

既存病変の存在において，このような異常な組織迷入例

が報告されている（Bijlmer，１９４６；熊田ら，1968）

ろいろなzoonotichelminthicinfectionsを一応４グ

ループに分けて説明することを試みた.そして」ﾉﾉﾉsα肋

やここに記載したイヌ糸状虫などはヒトを多少とも

normalbutinadequateな終宿主とするグループに，

イヌ回虫，顎口虫などはヒトを多少ともnormalbut

unnaturalなparatenichostとするグループに入れた．

ここに記載した旋尾線虫類幼虫も人体内ではＡ"ｉｓαたん

あるいは顎口虫幼虫のような生物学的態度を示すことが

想像されるが，もとより憶測の域を出ない．

以上の症例の大部分は，腸壁あるいはその周囲組

織，その他の臓器，組織内の好酸球性蜂窩織炎，膿瘍な

いし肉芽腫内から虫体が見出されたもので，いずれも組

織内虫体の断端所見をもとにして同定が試みられたもの

である．最近，ChitwoodandLichtenfels(1972）は広

範な寄生虫の断端像に関する自らの観察成果を集成発表

し，組織内虫体の同定に好指針を与えている．わが国に

おいても，今後この方面の研究が更に進展することを期

待してやまない．

まとめ

線虫類による興味ある組織内移行迷入例として旋尾線

虫目のある種幼虫による２例(小腸壁)，顎口虫幼虫によ

る１例(腹部および頬部の皮下組織)，イヌ糸状虫亜成虫

ないし成虫によると,思われる２例（肺梗塞部，腹部皮下

組織)，嶢虫成虫による４例(腸壁，その周辺部)，円形

線虫亜目のある種成虫による１例(小腸壁)の１０症例を記

載した．ほとんどは臓器，組織内へ移行迷入することに

よって好酸球性蜂窩織炎，膿瘍ないし肉芽腫を作ったも

ので，その中から幼虫ないし成虫が証明され，それぞれ

の虫体断端像によって同定が試みられた．これらのうち

旋尾線虫類の幼虫によるものは，顎口虫，イヌ糸状虫の

場合と同様に，ヒト以外の動物を正常にして自然な終宿

主とするzoonoticnematodeinfectionに属し，円形

線虫類のある種の成虫によるものは，嶢虫の場合と同様

に，恐らく人体内における正常な寄生部位から他の臓

器，組織へ迷入したものと考えられる．

稿を終るに当り，ご協力をいただいた文部省総合研:究

(Ａ）「寄生蠕虫類の病理組織学的診断に関する研究」の

９名の分担者各位，貴重な標本を提供していただいた各

位，病理組織所見についてご教示をいただいた新潟大学

医学部病理学教室木原達教授ならびに線虫類の分類につ

いてご教示をいただいた北海道大学獣医学部家畜寄生虫

病学教室大林正士助教授に厚くお礼申し上げる．

総括と考察

以上の症例の病理組織内に見出された線虫を発育ステ

ージ別にみると，幼虫|こよるもの３例（旋尾線虫目のあ

る種２，顎口虫１），亜成虫ないし成虫とされるもの２

例(イヌ糸状虫)，成虫Iこよるもの５例(嶢虫４，円形線

虫亜目のある種１）となる．これらのうち，顎口虫，イ

ヌ糸状虫，そして恐らく旋尾線虫も，従来の知見による

とヒト以外の動物を正常にして自然な終宿主としている

いわゆるzoonotichelminthicinfectionsであり，そ

れらのうち幼虫によるものについては幼虫移行症のカテ

ゴリーに入れられるものと考える．嶢虫の場合は，成虫

がその人体内における正常な寄生部位から他の組織へ迷

入したものと解され，上記の円形線虫類のある種の成虫

についても，まずこのような観点から調べる必要がある

ようである．臓器幼虫移行症（viscerallarvamigrans）

の問題は，近年そのprototypeであるイヌ回虫幼虫の

ヒトあるいは実験動物体内における発育や行動について

詳細な観察が行われるようになり，皮膚幼虫移行症

(cutaneouslarvamigrans）と対比させた初期の定義が

大きく修正されつつある．最近Beaver（1969）は,ル、

（３２）
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Abstract !

SOME CASES OF LARVAL OR ADULT NEMATODE

MIGRATIONS IN THE HUMAN TISSUE

Masamitsu OTSURU, Tadashi SHIRAKI and Minoru KENMOTSU

{Department of Medical Zoology, Niigata University

School of Medicine, Niigata, Japan)

Yoshiaki KAKIZAKI

(Yonaizawa General Hospital, Akita, Japan)

The paper deals with ten interesting cases in which pathologic changes of the lesion have

been attributed to the presence of larval or adult nematodes. In the first two cases, the larval

stage which belongs to a certain species of the order Spiruridea was found in the phlegmonous

lesion of the intestinal wall. In one case, the larva or its trace of Gnathostoma sp. was de

monstrated almost simultaneously in both the abdominal and the buccal subcutaneous tissues.

The preadult or adult of Dirofilaria sp. was found in the pulmonary infarct of one case and

in the abdominal subcutaneous tissue of another case respectively. In four cases, adults of

Enterobins vermicularis migrated to the intestinal wall (2 cases) and its adjacent tissue (2 cases)

respectively. In one case the adult of a certain species of the suborder Strongylina was found

in the submucous coat of the intestinal wall.

Most of these nematodes have been demonstrated from the foci of eosinophilic phlegmon,

abscess or granuloma produced by their migrations to the various tissues, and their identifica

tion to lower levels of classification has depended upon the availability of information in the

tissue sections.

Among them, two cases of the tissue migration of larval Spiruridea may belong to the

zoonotic nematode infections as in the case of those of Gnathostoma and Dirofilaria, and one

migratory case of adult Strongylina may be treated as a erratic parasitism like four cases of

adult pinworm reported in the present paper. The cases of invasion of adult pinworm into

the deep tissues will be fully described in another paper.

( 34)
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Ｆｉｇ．1CaseL56-year-oldmale，whowasoperatedasasuspectedcaseofacuteintestinalobstruc‐
ｔｉｏｎｏｎＤｅｃｅｍｂｅｒｌｌ，l966inYonaizawaGeneralHospｉｔａＬＴｈｅｐｈｌｅｇｍｏｎｏｕｓｌｅｓｉｏｎｏｆｔｈｅ

ｉleumlocatedl20cmorallyfromBauhｉｎ，svalvewasresected、Thephotographshowsthe
eosinophilicphlegmonousfocusｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｗｈｉｃｈｔｗｏｓｅｃｔｉｏｎｓｏfalarvalnematode
migratingintotｈｅｓｅｒｏｕｓｍｅｍｂｒａｎｅｏｆｉｌｅｕｍａｒｅｓｅｅｎ、

Fig2EnlargementofacrosssectioｎｏｆｔｈｅｌａｒｖａｌｎｅｍａｔｏｄｅｉｎＦｉ９．１．Thefreshwormsection
（Ca・O09mmindiameter）showspolymyariancoelomyarianmusculature，well-developed

lateralchordsandglandularpartofesophaguscomposedofvacuolatedcellswithmany
nucleardotsandnarrowesophagealｌｕｍｅｎＴｈｅｓｅｆｉｎｄｉｎｇｓｉndicatecharacteristicsoflarval

Spirurideainorderlevel

Fig3Case２．５７－year-oldfemale，wllowasalsooperatedasasuspectedcaseofacuteintestinal
obstructiｏｎｏｎDecember20，１９６９ｉｎｔｈｅｈｏｓｐｉｔａｌｓａｍｅａｓｃａｓｅＬＰｈｌｅｇｍｏｎｏｕｓｓｋｉｐｌｅｓｉｏｎｓ
ｗｅｒｅｌｏｃａｔｅｄｉｎｔhejejunum50cmand65cmanallyfromTreitz，sligamentandbothlesions

wereresectedtogether，Thephotographshowstheeosinophiｌｉｃｐｈｌｅｇｍｏｎｏｕｓｆｏｃｕｓｉｎｔｈｅ
ｃｅｎｔｅｒｏｆｗｈｉｃｈｓｉｘｓｅｃｔｉｏｎｓｏｆａｌａｒｖａｌｎｅmatodemigｒａｔｉｎｇｉｎｔｏｔｈｅｓｕｂｍｕｃｏｕｓｃｏａｔａｒｅ
ｓｅｅｎ･

Ｆｉｇ．４Enlargementofacrosssectionofthｅｌａｒｖａｌｎｅｍａｔｏｄｅｉｎｃａｓｅ２、Theworrnsection（Ca、
0.07mmindiameter）showstheintestinecomposedofcuboidalceUswithroundlumenand

lateｒａｌｃｈｏｒｄｓｏｆｂｏｔｈｓｉｄｅｓｔｏｕｃｈｉｎｇｅａｃｈｏｔｈｅｒｉｎｔｈｅｃｅｎｔｅｒｏｆｂｏｄｙｃａｖｉｔｙ，ａｎｄｔｈｅ
ｏｔｈｅｒｐａｒｔｓｎｅａｒｌｙｔｈｅｓａｍｅｃharacteristicsasthoseincasel・

Ｆｉｇ．５AlarvalSpiruridea（ＴｙｐｅＡ）parasitizingshrimps（PUl-α/・ｙａｃｏ"Ｗｅｓｓａｉ"ＷｏＴｊなα）collected

fromtheswampsinYonaizawaareawheretwoabove-mentionedcasesoccurredTheworm，
Ｃａ、２．４ｍｍｌｅｎｇｔｈａｎｄｃａ､０.ｌｍｍｉｎｍａｘｉｍｕｍｗｉｄｔｈ，hasanesophagusconsistingofanterior

muscularandposteriorglandularparts．（darkinthelatter）

Ｆｉｇ．６Casea53-year-oldmale、ｗｈｏａｔｅａｖｉｐｅｒ（Ａｇ'(ｉｓ〃Ｍｏ'１ハａＪＰｓ６/o"!/iq飯）ｉｎｒａｗｃｏｎｄｉｔｉｏｎ
ａｂｏｕｔｔｈｒｅｅｍｏｎｔｈｓbeforeproducingthesubcutaneousindurationalmostsimultaneouslyｉｎ
ｂｏｔｈｔｈｅａｂｄｏｍｉｎａｌａｎｄｔｈｅｂｕｃｃａｌregions・EachinduratednodulewasincisedonNovember

２０ａｎｄＤｅｃｅｍｂｅｒ７，1950,respectively・Ｔｈｉｓｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｏｆｔｈｅｆｏｒｍｅｒｌｅｓｉｏｎｓｈｏｗｓａｆｒｅｓｈ
ｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｌarvalnematode（Ｃａ0.29ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ)，whichcanbeidentified

withGY"αrAosroﾉﾉﾉａｓｐ・ｂｅｃａｕｓｅｏｆｕｎｉｑｕｅｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓｈａｖｉｎｇｆｏｕｒｃｅｒｖｉｃａｌｓａｃｓａｎｄｃｈａｒａｃ‐
teristicesophagus・

Ｆｉｇ．７Case479-year-oldmale，ｗｈｏｗａｓｏｐｅｒａｔｅｄｏｎｆｏｒａｃａｎｃｅｒｏｆｔｈeesophagusonMay
l5，1973．Thesquamouscellcarcinomainfiltratingtoadjacenttissueswasimpossibletobe
removed、ａｎｄｏｎｐａｌｐａｔｉｎｇｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｍｅｔastasisatumor，littlefingertipinsize、
ｗａｓｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｌｏｗｅｒｌｏｂｅｏｆｒｉｇｈｔｌungandremovedformicroscopicexamination、Ｔｈｅ

ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｏｆｔｈｉｓｔｕｍｏｒｓｈｏｗｓｐulmonaryinfarctduetoamigratorynematode、

Ｆｉｇ．８EnlargementoftissuesectionｏｆｔｈｅｗｏｒｍｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｉｎｆａｒｃｔｏｆＦｉ９７．Thoughcross
sectionsofthenematode（Ca、O27mmindiameter)areconsiderablydegenerate，cuticleof
threelayersbroadlateralchordhavingaprojectionofcutiｃｌｅｉｎｔｏｔｈｅｂａｓｅｏｆｔｈｅｃｈｏｒｄ，
tallcoelomyarianmusculatureandｓｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｉｎｔｅｓｔｉｎｅｉｎdicatecharacteristics
ofDがＣｌﾉﾗﾙｧｉａｓｐ．（８）．

Ｆｉｇ９Ｃａｓｅ５、68-year-oldmale，ｗｈｏｗａｓｉｎｃｉｓｅｄｆｏｒａｓｕｂｃｕｔａｎｅｏｕｓｔｕｍｏｒａｓｌａｒｇｅａｓａｐｉｎｇｐｏｎｇ
ｂａｌｌａｔｔｈerightofnaveLThreecrosssectionｓｏｆａｎｅｍａｔｏｄｅｗｅｒｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｅｃｅｎｔer
oftheeosinophilicgranulomaproducedinthesubcutaneoustissue・

ＦｉｇｌＯＥｎｌａｒｇｅｍｅｎｔｏｆｏｎｅｏｆｔｈｒｅｅｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｓｉｎＦｉ９．９、ThephotographofFigs、９ａｎｄｌＯ
ｓｈｏｗｓｎｅａｒｌｙｔｈｅｓａｍｅｃｈａｒａｃｔｅｒｉｓｔｉｃｓａｓｆｉｎｄｉｎｇｓｓｅｅｎｉｎＦｉｇ８，ｅｘｃｅｐｔｆｏｒｐｒｅｓｅｎｃｅｏｆ
ｔｈｅｕｔｅｒｕｓ、

Ｆｉｇ．１１Caselq73-year-oldmale，ｗｈｏｗａｓｔｒｅａｔｅｄａｓａｓｕｓｐｅｃｔｅｄｃａｓｅｏｆｃａｎｃｅｒｏｆｔｈｅｐａｎｃｒｅａｓ
ｂｕｔｄｉｅｄａｎｄautopsiedThemaingrossandmicroscopicdiagnosesweretuberculousperi‐
tonitis，intestinalhemorrhage，arteriosclerosisetc.，andamigratorynematodewasacci‐
ｄｅｎｔａｌｌｙｆｏｕｎｄｉｎａｓｕｂｍｕｃｏｕｓｆｏｃｕｓｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｉｎｔｅｓｔｉｎｅ，Ｔｈｅｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｗｏｒｍ
（ｃａＯ４ｍｍｉｎｄｉａｍｅｔｅｒ）showsfairlythickcuticle，distinctlateralchords，largemerom-

yarianplatymyaria、musculature，intestinehavingfewmultinucleatecellswithmicrovilli，

ａｎｄａｐａｉｒｏｆｃｅｐｈａｌｉｃａｎｄａｐａｉｒｏｆｃｅrvicalglandcells・

Ｆｉｇ．１２AnothercrosssectionofthenematoｄｅｆｏｕｎｄｉｎｃａｓｅｌＯｓｈｏｗｓｎｅａｒｌｙｔｈｅｓamecharacte‐
ｒｉｓｔｉｃｓａｓｔｈｏｓｅｓｅｅｎｉｎＦｉｇｌｌ，ｗｉｔｈｔｈｅｅｘｃｅｐｔｉｏｎｏｆａｐａｉｒｏｆｓｐｉｃｕlｅａｎｄｃｅｍｅｎｔｇｌａｎｄ・
ThesefindingsindicatecharacteristicsofacertainspeciesofStrongylinainsuborderlevel．

（３５）
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